
　令和6年9月に発生いたしました線状降水帯による能登地方
豪雨災害は、同年1月1日の能登半島地震により甚大な被害を受
けた地域に追い打ちをかけるかたちとなり、さらなる深刻な被
害をもたらしました。この度の一連の災害により、多くの尊い命
が失われましたことに、改めて深い哀悼の意を表するとともに、
心よりご冥福をお祈り申し上げます。また、被災された皆様に謹
んでお見舞いを申し上げ、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上
げます。
　このような中、金沢森林組合では、能登地方における被災者
の雇用確保や復興資材の安定供給に尽力し、林業生産活動を
軸とした多様な事業を幅広く展開してまいりました。
　令和5年度より進めてまいりました宮野工場のリニューアル事
業につきましては、約2年にわたる設備整備を経て令和7年3月21
日には、石川県知事、金沢市長、林野庁計画課長をはじめとする
多くのご来賓のご臨席を賜り、盛大にリニューアルオープン式典
を挙行いたしました。
　本年は、能登半島地震からの「復興元年」と位置づけられる
年であります。復興住宅向けの県産材供給体制の強化はもとよ
り、金沢市が掲げる「木の文化都市構想」の実現に向け、県産材
の安定供給と利用促進に全力を挙げて取り組んでまいります。
　また、林産事業の拡大においては、金沢市の市行造林におけ
る皆伐が開始され、令和6年度の素材生産量は2万7千㎥を超
え、過去最高を記録いたしました。引き続き、3万5千㎥の生産達
成を目指し、さらなる事業拡充に努めてまいります。

　さらに、協力事業体との連
携強化と労働安全衛生の向
上を図るべく、令和5年度に
創設いたしました「安全対策
交付金制度」においては、前
年度比125％の率で総額約7
百万円を、52社に対して交付
いたしました。
　加えて、近年の物価高騰への対応策として、職員の所得向上
にも注力した結果、前年度比1,438万円・4.3％の賃金増額を実
現いたしました。
　一方で、令和6年度の事業総収益は約10億9千万円（従来会
計ベースでは約15億円）に達し、4年連続で過去最高を更新い
たしましたが、当期の最終損益につきましては、宮野工場にお
ける大型投資額のうち約6千6百万円を特別償却として処理し
たことにより、2千1百万円余の当期損失となりました。この特別
償却を除けば、事業全体は堅調に推移しており、例年並みの経
常利益を確保していることから、従来通りの出資配当金および
利用割配当金の支払いを、先の総代会においてご承認いただ
いたところであります。
　今後とも、組合事業を通じた地域社会への貢献を理念とし
て、役職員一同が一丸となり、誠心誠意取り組んでまいる所存
でございます。関係各位におかれましては、引き続き変わらぬ
ご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

ごあいさつ 代表理事組合長  山﨑 浩一
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　今年も事故ゼロを念頭に、伐採・重機オペレーター・運搬などすべてができるオールラウンダーの育成
と優れたチームづくりを目指し、林産事業増産計画の目標達成に向け一致団結し日々取り組んでいます。
人員の増員、林業機械の更新により更なる安全性、生産性を向上させコスト低減に努めていきます。
　また、林業技能検定が昨年より開始され、今年初の県内開催が決まり工事課から10名が受験します。
高度な技能を認定する国家資格なので是非とも取得したいと考えています。
引き続き安全訓練など実施し、安全で働きやすい職場環境づくりに努めてまいります。
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「令和７年度通常総代会が開催されました」
令和7年度通常総代会が6月20日に石川県地場産業振興センター・新館
コンベンションホールにて開催されました。県央農林総合事務所の野村
所長様をはじめ多数のご来賓をお迎えし、総代200名中167名(内議決
権行使書面88名、委任状5名)の出席を得て、第1号議案から第7号議案
について、いずれも原案通り可決・承認を頂きました。

剰余金の配当に関するお知らせ
第1号議案にて事業で得られた剰余金の一部を出資配当・利用配当する
ことが承認されました。組合員の皆様には出資金残高計算書を送りまし
たので、ご確認下さい。

■出資配当金 … 払込出資金の2％
■利 用 配 当 … 該当事業収入の2％（森林整備や造園工事など）
                      林産事業収入の5％
尚、配当金は全額出資金・出資予約預り金とさせて頂くことを総代会で
承認いただきましたので、ご了承願います。

2. 金沢支所と森本事業所の統合について
　旧森本森林組合時代から地域の皆さまにご
支援いただいておりました森本事業所が、今年
の6月を持ちまして閉鎖いたしました。長きにわ
たり地域の皆さまに支えられ、事業を行えたこと
に深く感謝いたします。
　7月からは金沢支所に統合となりますが、森本
地区専属の職員を配置し、これまで同様、地域の
皆さまの森林整備等のご要望にお応えできるよ
う努めてまいります。引き続きのご愛顧を賜りま
すよう、よろしくお願いいたします。

森林事業部
1.木材生産目標30,000m3を目指して
　今年の3月に宮野工場のリニューアル工事が完成し、
木材加工品の増産に向けて、順調に稼働中です。
　森林事業部では、宮野工場への安定供給及び震災の
影響が続いている能登地区からの木材生産をカバーす
べく、今年度の木材生産目標30,000㎥の達成に向け、
現在も地域単位でのとりまとめに奔走しております。
　組合員の皆さまにおかれましては、スギの皆伐・再造
林、間伐、広葉樹更新伐など森林整備のご要望がござい
ましたら、お気軽に金沢支所・河北支所へご相談いただ
けますようお願いいたします。

森本地区皆伐再造林（ドローン撮影）

造園・エクステリア部門
　お庭のこと、何でもご相談ください。
お庭の設計・施工、年間管理作業（剪定・雪つり・病害虫
防除・施肥）等、当店スタッフが親切・丁寧・専門的にアド
バイス致します。相談・見積無料です。お気軽にどうぞ！
リース部門
　観葉植物・松盆栽・コチョウランなどをリースいたしま
す。オフィス・店舗・ご自宅に緑の空間を演出してみませ
んか？
販売部門
　花苗・果樹苗・盆栽などをJAほがらか村さんなどで販
売のほか、各種イベント・出張教室などを開催しており
ます。

お墓の管理でお困りごとはございませんか？
　野田山・十一屋・卯辰山でのお墓の清掃も
承っております。ぜひお問い合わせください。

広葉樹の苗木生産
　循環型林業の取組の一環として、広葉樹の苗
木生産を金沢市内の就労継続支援事業所の皆
さんと一緒に取り組んでおり、昨年度は
20,000本、今年度は28,000本の生産を目指
しております。

りょっ か   ぼく

庭園・園芸に関する総合センター 緑化木センター ～花と緑で豊かな暮らしを届けます～
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観葉植物

■金 沢 支 所／〒920-1301  石川県金沢市永安町77番地 TEL：076-229-1131 FAX：076-229-1083 

■河 北 支 所／〒929-0307  石川県河北郡津幡町字種ラ48-1 TEL：076-288-3132 FAX：076-288-3133

■宮 野 工 場／〒929-0153  石川県金沢市宮野町リ440番地 TEL：076-257-8331 FAX：076-257-8377

■緑化木センター／〒920-1302  石川県金沢市末町12字148-1 TEL：076-229-2248 FAX：076-229-2347

金沢森林組合
公式HP▶

https://www.kanazawa-forest.or.jp

新役員紹介・役員選挙結果
今回、役員の欠員に伴う役員選挙を行いました。
監　　事  5区（津幡）　河上　文子

令和8年総代選挙について
令和8年度は総代の改選の年となります。７月下旬頃に総代選挙を執行

しますのでお知らせいたします。総代選挙の実施については組合ホーム

ページに公告いたします。

　「医王の里オートキャンプ場」は昭和52年の開設からもうすぐ50周年を迎えます。
親・子・孫と３世代のアルバムの中には、きらり木漏れ日のような思い出が一杯ではないでしょうか。
また、はじめてのキャンプで思い出をつくりませんか。
金沢市街地からお車で20分ほど。静かな森で、楽しい時間をお過ごしいただけます。
医王の里は、標高500ｍ、その涼しい気候を利用してシイタケのほだ木も育成中。
秋には金沢支所で販売をいたしますので、お楽しみに！

金沢・医王の里オートキャンプ場 ～森の中でのんびりと～

〒920-1111  石川県金沢市大菱池へ1-5合併6 TEL：076-229-1312
金沢・医王山麓 医王の里
オートキャンプ場 公式HP

テント広場　　バンガロー内→



森林と関わる仕事をしたい方、一緒に働きませんか。
事業拡大に伴う職員を募集しています。

興味がある方がおられましたら組合までご連絡を！

・森林施業プランナー正社員（営業・現場監督など）
・現場職員正社員（森林整備、測量など）
・造園業正社員（庭仕事、樹木管理、墓地管理、観葉植物リースなど）
・木材加工場アルバイト（原木の製材、木製品加工、防腐処理など）

詳しくは、お問い合わせいただくか、ハローワークまで。

組合員の死亡による法定脱退について

亡くなられた組合員の相続人の方へ相続変更・脱退のお手続
きの書類を送らせて頂いております。相続開始後10か月以上
経過し手続きがなされていない方には法定脱退の書類を送ら
せて頂きます。法定脱退手続きを頂けない場合は今年度末に
おいて法定脱退となり、その後2年間経過しますと時効が成立
し出資金の払戻請求権が消滅しますので、ご注意ください。

住所変更・名義変更の手続きはお済ですか？

森林の所有者を把握することは組合事業にとって重要な課題
です。お住まいが変わった、組合員であった方が亡くなられた、
譲渡等により山林を所有しなくなったなどの理由で、現在お届
けいただいている組合員情報の内容に変更があった場合は、
手続きが必要になりますので必ずご連絡をお願いいたします。
組合から必要書類をお送りいたします。なお、届出用紙は金沢
森林組合のホームページからダウンロードすることもできます。
ご不明な点がありましたらお近くの事業所までお問い合わせく
ださい。
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永年勤続30年職員

河北支所　山本 竜二　

このたび永年勤続30年を迎え、森林の現場で支えてくださった皆さまに、心より深く感謝いたします。

入社当初は原木椎茸栽培から始まり、当時の林業は木を植え、下刈りや枝打ちをする「森を育てる」仕

事が中心でした。そして時代の大きな流れとともに、木材の新たな需要や森林資源の活用方法も多様

化しました。今では計画的な間伐や主伐など「森の恵みを活かす」作業が主となり、林業も大きく変化

をしています。これからも森林のサイクルが適切になるように、森林と地域、人と人をつなぐ仕事に誠実

に向き合い、一歩ずつ歩んでいきます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

スーパー白山キャンター 蒸気式中温木材乾燥機ツインリッパー白山

1）はじめに
　金沢森林組合宮野工場は操業開始から25年経過し、機械の老
朽化が進み、更新を考える時期に来ていました。今後管内での、主
伐を中心とした林産事業、生産された原木を効率的に製材でき、
金沢産・石川県産材製品の増加が見込まれることから安定供給
が可能となるよう新たに、製材機・ギャングリッパー・乾燥機を導
入することにしました。
　そこで、現状の宮野工場の建屋と敷地内に収まる色々な製材
機・乾燥機を検討したところ、地元石川県津幡町にある㈱共和キ
カイの自動製材システムスーパー白山キャンター・ツインリッパー
白山を導入することにしました。また乾燥材（KD材）を増産できる
ようヒルデブランドの蒸気式中温木材乾燥機2台も導入すること
にしました。
2）機械の特徴と性能
　スーパー白山キャンターは、台車のように原木を往復させながら、
端材部分をチップにするキャンターを備えた自動製材機で最大
60cmまでの原木を製材することができます。原木の送材はチャ
ッキングではなく全てロール送材のため丸鋸を任意の位置で位置
決め可能です。そのため原木を大割りするだけでなく芯材部を細
かく割るなど柔軟な木取りに対応できるので高い歩留まりで製材
できます。端材部分は全てチップ刃物でチップにするため背板や
耳付き板が排出されず本機からは板、柱、平角などの製品しか出て
きません。オペレーターがチェンコンベアに原木を載せると後は、
自動で原木計測、背腹合わせ、木取り決定し製材を行うため一人
でも製品を生産できる省スペースで省人化な製材機械です。

　ツインリッパー白山は多品種少量の注文からラミナ挽きのよう
な大量生産まで幅広い需要に対応できる多機能製材機です。2枚
鋸、3枚鋸で小割作業から耳摺作業、背板や三角材の処理まで製
材工程で必要な作業に柔軟に対応できます。
　蒸気式中温木材乾燥機は、大型のワンウェイファンを採用して
おり、一般的なファンと比べて約4倍の風量を確保できるため、風
のバラつきが小さく、効率的な乾燥が可能です。また、ヒーターに
は並列多管式を採用しており、乾燥ムラが少なく、乾燥時間の短縮
にもつながります。
　このリニューアルにより３年後の原木消費量が現在の約５倍に
相当する年間１万１千㎥となります。導入する自動製材システムで
は、コア等の端材はすべてチップとして加工されることから副産物
として年間約3千トンのチップの販売を見込んでいます。
3）製品の販売先
　製品の販売先については安定供給協定を締結している４社を中
心に出荷するほか、新たに２社のプレカット業者にも販売すること
にしています。チップについては製紙用のホワイトチップ、バイオマ
ス発電用の樹皮と混載での販売を検討しています。オガ粉につい
ては現在同様、キノコの菌床用と家畜用での販売を予定していま
す。
4）今後の意気込み
　金沢市営造林の木材生産量の増加により、金沢産材の製品の
安定供給ができるようになります。金沢市が提唱している「木の文
化都市金沢」に貢献するとともに、より多くの石川県産材を安定供
給できるようにし、１日でも早い、能登の復興に役立ちたいと思っ
ています。

宮野工場リニューアル事業
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【各部署の目標】
● 金沢支所

 
● 河北支所

● 工事課

● 宮野工場 

・重点目標：チーム一丸で目指し悲願の林産目標達成&組合
利益の底支え
・人材目標：個の力の底上げ『地道な努力』と『もう一歩前へ』
・重点目標：林産現場とりまとめ150ha
・人材目標：チーム力の強化と安定した事業運営のための仕
組強化
・重点目標：3班体制で素材生産量12,000㎥、事故を無くす
・人材目標：技能検定受験者全員合格を目指す
・重点目標：自動製材システムの早期のフル稼働を目指す
・人材目標：個々のスキルアップと生産量増加に伴う流れの
確立・ゼロ災害

・重点目標：顧客満足を爆上がり！
・人材目標：自立した行動をとれる人材育成と資格取得を
目指す
・重点目標：業務の更なる効率化、円滑な意思疎通の実現と
情報共有の精度・スピードの向上

● 緑化木センター

● 総務課

 
以上を目標に定め、経営理念の「われわれは林業を通して、お客様の満
足・取引先の満足・従業員の満足・組合員の満足の4つの満足もって社会
に奉仕し、組合の永遠の発展を目指し一日一日の事業活動に精励する」
の実現に向けて日々努力します。

【業績目標】● 事業総収益 122,500万円 ● 税引前純利益 4,700万円 ● 目標量 皆伐再造林面積35ha、素材生産量3万㎥、原木木材加工量5,000㎥

林業施業プランナー林業施業プランナー 墓地管理作業墓地管理作業 林業機械オペレーター林業機械オペレーター 製材加工製材加工
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